


















































































































































































法科大学院専用棟 (13 号館) について







































































































































































































































































基 礎 法 学：法理論、ローマ法、アメリカ法、EU法、現代中国法
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隣 接 科 目：｢法の支配」の政治学、公共政策と法、生命倫理と法、
企業会計と法、精神医療と法
・選択科目群 (計五十四単位)




































































法)」、「基礎演習 (憲法)」、「基礎演習 (商法)」(いずれも一単位) を開講
し、一年次の履修登録上限単位数を、従来の年間三十六単位から三十八単
位とした。























































































基 礎 法 学：法理論、ローマ法、比較法Ⅰ (英米法)、比較法Ⅱ
(大陸法)、比較法Ⅲ (アジア法)




















































































































































































































































































































( 1 ) http : //www.mext.go. jp/component/b_menu/shingi/toushin/_icsFiles/afieldfile/2009/
04/20/1261059_1_1.pdf






































































































































































































































2009年 11 月に創刊した「神山法曹雑誌」の第 1 号には、当時の専任教
員全員が「私の授業改善」として、担当する科目における課題を分析し、
どのように改善に取り組んでいるか等をまとめた特集を掲載した。また、


















































































































































































































































2．京都産業大学大学院法務研究科自己点検・評価報告書 (平成 20 年度〜平成
27年度)
http : //www.kyoto-su.ac. jp/graduate/pro/lawschool/report/index.html
3．京都産業大学大学院法務研究科入学者募集パンフレットおよび募集要項
4．京都産業大学大学院法務研究科履修要項
5．神山法曹雑誌第 1 号 (2009年)〜第 6号 (2015 年)
6．京都産業大学大学院法務研究科 研究科会議および各種委員会議事録
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多大なご協力を賜った。また、法学部の溝部英章教授には、とりわけ法務研究科
開設前史に関する詳細な資料をご提供いただいた。
本稿は、京都産業大学の創立五十周年を記念する五十年史の部局史として執筆
した原稿をベースとしている。末尾ながら、法務研究科が取り組んできた法学教
育改善の積み重ねについて加筆した上で「産大法学」に公表することを勧めてく
ださった法学部長の植村和秀教授、本稿の公表を快くご承諾いただいた京都産業
大学五十年史編集委員会委員長の柴孝夫教授、大学史編纂室長の黒坂光教授をは
じめとする編纂室の皆様、上にお名前を挙げることができなかった方々も含めて、
この場をお借りして改めて厚く御礼申し上げる。
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